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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・大域解析学 
キーワード：力学系、カオス、分岐、くりこみ 
 
１．研究計画の概要 
 実力学系と複素力学系は単に実関数の複
素化あるいは複素関数の実への制限という以
上に密接に関係を持っている。本研究ではそ
の関係を実と複素両面から研究することを目
標とする。たとえば、後述するくりこみ理論で
は、有限回しか微分可能でない系を考えても、
それがある種の分岐現象のの臨界パラメータ
においては、その小さな部分集合へ制限した
再帰写像を考えるくりこみの操作により、本質
的に（スケール変換をした極限をとると）実解
析的（しかもその複素への拡張は比較的大き
な定義域をもつ）になることが知られている。
(Sullivan) すなわち、臨界的な写像では自然
に解析的な力学系に結びついてくるのである。
今年度は、各種くりこみの相空間やパラメータ
空間へ構造の研究への応用を中心に調べる。
特に、昨年進展のあった、正則関数の無理的
中立不動点の周りのくりこみについては、不
動点周辺の不変集合(hedgehog)の構造や
Siegel 円盤の境界の構造への応用が期待さ
れ、従来未解決であった様々な問題の解決を
目指す。また、高次擬多項式型のくりこみにつ
いては、くりこみ写像の不連続性が現象と知ら
れているが、実際の多項式族等において不連
続性が起きることは、限られたケースをのぞけ
ば厳密に証明されてこなかった。この現象に
ついて、放物型不動点の分岐の研究を通して
証明を与えていく。また、カオス的力学系の分
岐現象については、様々なタイプの分岐が錯
綜しているために、その解析が非常に困難に
なっている。これを解析するために、精度保証
付き計算を用いた分岐現象の特徴付けの研
究も行う。 
 

２．研究の進捗状況 
 無理的不動点を持つ複素力学系のくりこ
みついては、稲生—宍倉による不変関数族の
存在は大きなステップであった。それを応用
して Buff-Cheritat は長年の未解決問題であ
った、面積正のジュリア集合の構成に成功し
た。さらには、この不変関数族をより精密な
不変集合の記述へと応用する枠組みが宍倉
により完成しつつある。また、上田・宍倉に
Indiana大学の Bedfordを加えて、高次元力
学系の放物型不動点の分岐の研究が進展し
つつある。また、実力学系の分岐の研究を精
度保証付き計算を利用して行う方向では、國
府が他の共同研究者とともに、その枠組みを
整えつつあり、代数的トポロジーの方法の応
用が非常に有効であることがわかってきた。
これは、力学系研究の方向性をより広いもの
にしている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
無理的不動点を持つ複素力学系の研究では、 
稲生・宍倉の結果の応用などの面で、当初の
計画以上に進展している。 
その他の分野については、簡単分担者が共同
研究者との研究を進展させており、おおむね
順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの研究成果について、海外の研究集
会で発表しつつ、この分野の専門家と交流し
て、よりよい結果を得るための努力をする。
また、くりこみに関しては、非常に精緻な議
論と多くのステップを踏んだ構成などが必
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要であるため、研究手法が理解されにくい部
分もあるので、これより明快なものになるよ
うに改良をしていく。また、精度保証付き計
算を利用する研究についても、計算機環境や
ソフトウェアライブラリなどを整備し、より
多くの問題に適用できるようにしていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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